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場　所：　近藤卓デザイン事務所

日　時：2015 年８月１日 13 時～16 時

聞き手・文責：近藤　卓（編集委員）

―松本さんのご所属と南三陸町への異動の経

緯を教えてください。

松本：私は，UR 都市機構（以下 UR）南三

陸復興支援事務所に所属しておりまして，

2013 年春から宮城県南三陸町志津川の復興

支援を担当しています。UR では震災直後よ

り被災地へ職員を派遣し，復旧・復興活動を

支援していたため，被災地の復興に貢献した

いと思い手をあげました。2013 年４月から

南三陸町の UR 復興支援事務所に派遣され

現在に至ります。UR は 2015 年 4 月時点で

宮城，岩手，福島の震災復興支援に 400 人を

超える職員を派遣しています。

―南三陸町は現在どのような状況ですか？

松本：南三陸町は，今回の震災により中心市

街地を含む広いエリアに壊滅的な被害を受け

ており，死者・行方不明者は 800 人を超え，

町役場等の公共施設を含む全体の６割超の建

物が全半壊という甚大な被害状況でした。現

在は災害廃棄物処理をすべて完了し公共イン

フラの本格復旧・復興を推進しているところ

です。住宅については災害公営住宅の計画戸

数の約 2 割が，防災集団移転団地の計画宅地

数の約 3 割が完成しましたが，本格的な復興

はまだまだこれからといった状況です。

―松本さんの担当業務を教えてください。

松本：UR は志津川市街地の復興に係る都市

計画事業を南三陸町から包括的・総合的に委

託されており，私は被災市街地復興土地区画

整理事業 1 地区，防災集団移転促進事業１地

区（３団地），津波復興拠点整備事業 2 地区

に携わっています。具体的には，住民説明会

や個別面談を通して町民の皆様の生活再建の

意向を確認し，個別地区の事業計画を作成す

るとともに，国や県との協議を行い必要な手

続きを実施するなど，都市計画事業の推進に

係る総合調整を行っています。

　こういった都市計画事業は町民の皆様の意

見を聞きながら町の職員とともに進めていく

のですが，復興事業の様々な制約等から，時

として町民のニーズから離れてしまうことも

あります。そこで町民の皆さんの思いを肌で

感じるために「かもめの虹色会議」という地

元の集会にも参加させていただいています。

行政の支援とともに，こういった町民の皆さ

んと腹を割って話す時間も大切にするべきだ

と感じています。

地元の方々を中心として自由な議論ができる

場の重要性

―「かもめの虹色会議」（以下，かもめ会議）

とは，どのような会議なのでしょうか。

松本：地域内外のあらゆる世代・立場の人が

集まり，まちづくりについて学び・考え，志

津川の将来について対等に議論する任意の会

議です。地元の上山八幡宮禰宜の工藤真弓さ

んが代表をされていて，かもめのように高い

目線で全体を考えて自由に議論し，町民の多

様な色を活かしていきたいとの想いから「か

もめの虹色会議」と名付けられているそうで

す。

　主な参加者は，志津川地区の町民，戸倉地

区や歌津地区の町民，子育て世代の主婦，町

会議員，町職員，観光協会職員，ネイチャー

センター準備室スタッフ，観光業従事者，転

入者，支援団体スタッフ，外部専門家，研究

者，世代は 20～60 代，男女比も様々のよう

です。

　実は志津川の復興事業に関して町民の総意

を行政へあげる正式団体として，志津川まち

づくり協議会（以下，まち協）という組織が

あります。しかしまち協は地元有力者を中心

に設立した団体ということもあり，若手や不

慣れな方は入りづらい，もしくは議論しづら

いという面もあるようで，ざっくばらんに楽

しく議論する場を設けたと聞いています。ま

た，まち協は志津川に住んでいた町民以外は

参加できませんが，かもめ会議には志津川以

外はもちろんのこと南三陸以外の方も参加で

きますし，出席も可能な時でも良く，間口が

広いです。様々な人たちがアイデアを持ち寄っ

て自由に議論した内容について，工藤さんを

はじめとしたまち協の会員でもある方々がま

ち協へ届けそれが行政へ届けられるという仕

組みになっていますので，行政と地域の間に

入った調整役や町民のコンサルタント的な役

割を担っていると思います。

―松本さん自身も，自分の職場にかもめ会議

の内容を持ち帰ったり，自分の職場で考えて

いることを持ち込んだりすることはあります

か。

松本：直接的にそういったことを行うのは控

えるようにしています。かもめ会議で議論し

ている内容が役所で議論している内容に通じ

ていてもっと伸ばせるとき，もしくは著しく

かけ離れようとしているときには，その背景

や状況を私なりにお伝えし皆さんに考えてい

ただく。そして自発的に調整を図りながら方

向性を見出していただく。そんな機会を提供

できるよう心がけています。

　私は UR での職種は造園職ですがこれま

でも事業計画の策定等に携わってきましたの

で，被災地でも全体を動かしていく計画調整

業務を担う立場（プランナー）で常駐してい

ます。事業全体のバランスを調整しながら，

不具合や不安が生じればそこを補い，事業全

体を滞りなく推進していくところを担ってい

ますので，行政と地域の調整機能をもってい

るかもめ会議の役割と通ずるものがあり大変

重要であると考えています。

ランドスケープアーキテクトが被災地で担う

役目

―松本さんは造園職でありながら計画全体を

見るプランナー的な役割を担っているという

ことですが，その立場で見た造園分野の支援

活動の印象はどのようなものですか。

松本：造園やランドスケープの職能を持つ技

術者が行う復興支援として，仮設住宅や新し

く完成した災害公営住宅の外構および公園等

における住民参加型の花壇整備・植栽活動な

どがあります。こういった活動は大変意義が

高く，被災者の心のケアや新たなコミュニティ

の醸成等に大きく貢献しており，造園等の職

能を持つ技術者がその能力を最大限発揮でき
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る活動のひとつです。

　しかし復興計画の策定や復興計画に基づく

復興事業推進の初期段階において，造園等の

職能を持つ技術者が携わってきた事例は，建

築，土木，都市計画等の技術者に比べると少

ないのではないかという印象です。本来我々

の職能はまちづくりの最終段階での色づけ作

業ではなく，もっとまちづくりの初期段階に

関わりながら大きな方向性を決定する一躍を

担うべきと教育されてきましたし，私もそう

考えているのですが，どうしてそういった事

例が少ないという印象になってしまうのでしょ

うか。

　理由のひとつとして，被災地における復興

まちづくりにおいては，短期的な視点（成果）

が重要視されるからかもしれません。被災の

規模が甚大であればあるほど，被災者のため

の早期生活再建という短期的な視点（成果）

が必要になり，むしろ長期的視点を入れ込む

余裕を作りにくいと感じています。造園やラ

ンドスケープの視点は，生態系や植生などを

中心とした長期的な視点による自然環境構築

がメインだと思いますが，被災地においては

生態系や植生の重要性は理解していても，早

期生活再建に直接資するような建築，土木，

都市計画等の視点の方が重視される傾向があ

ると感じています。

　東日本大震災からの復興は既に初期段階を

脱し次のフェーズに入っています。しかし造

園等の職能を生かした長期的視点を如何に盛

り込んでいけるか，実はこれからが正念場な

のかもしれません。

滞在しながらの支援活動による効果

―通いでの支援，期間限定で滞在しながらの

支援，移住して支援などのように被災地との

距離感によって，地域への貢献度は異なるよ

うなイメージがあるのですが，実際どのよう

に感じていますか。

松本：どのようなスタイルであっても被災地

への支援は復興に貢献していると思いますが，

実際に現地滞在しながらの支援活動を続けて

いると，当初に比べ町民の皆さんに受け入れ

て頂けているという実感があります。しかし

あくまで業務としての滞在ですので，当然で

すがいつかいなくなる人だと冷静に見られて

いる。やはり移住して自分たちの町のこれか

らをしっかり考えていく復興支援との差は埋

まることはないと感じます。

　かもめ会議を見ていると，元々の町民が大

事にしてきたものと移住した新住民の方々が

吹き込んでいる新しい風がうまく融合してい

ます。また町外からの新しい意見も大歓迎と

いうスタンスなのですが，それをそのままの

形で実行するわけではない。頂いたアイデア

は志津川にふさわしくなるようにアレンジを

試みて，納得できる答えを出そうと時間をか

けて議論しつづけ，自分たちの町をどうして

いくかを考え続けている。当たり前のような

話ですが，困窮した被災地でこれだけ粘り強

い努力を続けられることはめずらしいかもし

れません。また復興まちづくりは特殊な専門

技術を要することが多いのですが，かもめ会

議は外部の専門家から刺激やノウハウを得て

勉強しながら，自分や子どもたちが住んでい

る町を考えていくことを目指すという前提が

あり，完全に町民主体となって外部を利活用

させてもらうという姿勢が，他とはちがうの

ではないかと感じます。かもめ会議は外部専

門家が被災地を去ってしまった後もイメージ

していて，その時にこの南三陸町志津川とい

う故郷を愛せる場所にしたいという視点を常

に持って活動されているという印象を受けま

す。

―理想は，新旧町民が主体的に作った組織に

対して，外から必要な分だけ支援していくと

いうことですか。

松本：そうですね。それはかもめ会議だけで

なく行政に対しても当てはまります。仕事の

方法，建設行為，マネジメント，メンテナン

スなど我々が東京等で培ったやり方を押し付

けることはナンセンスだと思います。他の被

災地の例ですが急務ということで支援職員が

地元自治体のやり方を無視した形で推進し，

帰還する際の成果として置き土産のようにさ

れているケースもあると聞きます。良かれと

思ってのことだと思いますが，結果的には押

し付けとなって形骸化し，再度地元の方法に

よって再構築する羽目になる。地元自治体の

職員の価値観を大切にした建設・管理こそが

被災地に暮らす皆さんへの支援となるのだと

思います。

　また造園やランドスケープに限らず学識経

験者の方々の支援が，困惑されるケースも稀

にあると聞きます。一部の方だと思いますが

研究対象という目的が見えてしまい，本当に

被災地に寄り添っているのかなと少々疑問を

感じてしまうこともあるということです。ま

た逆に被災者に過度に寄り添って行政と対立

してしまい，結果的に事業推進の障害になっ

てしまうケースも聞きます。常駐していると

様々な声が聞こえてくるので，自分も身を引

き締めますし，被災地の方々の冷静さも同時

に感じることができます。

　なお UR のスタンスは，基本的には行政

を支援している立場です（行政を通して被災

者を支援している）。特に小規模行政の場合，

被災以前は，地元自治体職員がまちづくりの

ために町民と対話することや，技術的な知識

を持って調整するという機会は少なく，また

縦割り行政が残っていて庁内を横断的に調整

する習慣もあまりなかったようです。被災後，

国や県に対して根拠を持って，調整や交渉を

してもらうためには，住民の意見を聞いたり，

庁内の横の調整の効果を実感してもらったり，

まちづくりの合意形成の方法について支援す

ることは効果があったと感じています。

　押し付けや前に立ち過ぎた支援とうしろか

ら背中を押してあげる支援との差は実は紙一

重で非常に難しいのですが，何よりも被災地

の想いに寄り添った支援が必要だと感じます。

　私自身も任期に限りがある派遣だと認識し

ていますが，任期期間はもちろんのこと被災

地を離れた後も南三陸町に寄り添い続けたい

と思います。
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